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柔らかな光を求めて 
―勝沼における地中ワイナリーの提案― 
 
TOWARD SUBDUED LIGHT 
-A PROPOSAL FOR AN UNDERGROUND WINERY IN KATSUNUMA CITY- 
 
向山直也 
Naoya MUKOUYAMA  
指導教員 下吹越武人教授 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
I have seen a subdued light at the other side of the tunnel. In order to start designing, I tried to 
figure out the space that I have been keen on to create, to find out it is the space like a tunnel. A tunnel, 
dark and closed, brings sound of nature, scent of trees, balmy breezes and, beyond all, soft light as 
someone approaches to its way out. They work like a transporter: the scenery changes dramatically 
before and after the tunnel, which make us feel like transported into another world. 
 
 
１． はじめに 
暗く閉ざされたトンネルの先に柔らかな光が見えた。 
この設計を考えた当初、自分の興味のある空間を考えた。
それはトンネルのような空間だった。暗く閉ざされ、出
口の見えないトンネル。出口に近づくにつれ、柔らかな
光と共に自然の音、匂い、さわやかな風が出迎える。入
口付近の景色と出口付近の景色は違っていて、まるでワ
ープしたかのような感覚。それはある空間から次の空間
へと誘う為の装置のようだ。ある種門に似ている。門と
いう境界を挟んで前後で違う空間。次の空間へ向かう緊
張感を高め、空間を強く転換させる為の装置であると考
える。 
 以上のようなイメージを次に建築としてどのように反
映できるのか考えた。 
 はじめにトンネル空間の特徴に注目した。 
１暗く閉ざされている 
２一日を通して温度変化がわずかである 
３地中にある 
 次にこれらの特徴を満たす建築プログラムを考えた時
に、ワイナリーの貯蔵庫という答えに辿り着く。 
ワイナリーとはワインの醸造所のことであり、この貯蔵
庫は大抵が地下にあり、暗い空間で温度変化が一定でな
ければならない。 
 よって、トンネルのような空間を用いてワイナリーの
提案をしていくことに定めた。 
 敷地は山梨県甲州市勝沼である。ここは、扇状地とい
う地形を利用したブドウの栽培が盛んであり、それに伴
いワインの製造が有名である。勝沼地域だけでワイナリ
ーの数は 29 にのぼる。対象は、JR 勝沼ぶどう郷駅から
延びる大日陰トンネルの出口付近の斜面地を敷地対象と
した。現在、大日陰トンネルは使われておらず遊歩道と
して使われている。遊歩道としてのトンネルを抜けると
自然が広がっている。イメージしていた空間であり、そ
の出口から繋がるように地中に配置していく。 
幾つものトンネルのような空間を体験しながら、ワイ
ナリーの各機能を巡って行くような構成。 
 このワイナリーが勝沼のランドマークとして機能し、
更なる勝沼地域の活性を誘発出来ればと期待する。 
 
２． トンネル、もしくはトンネルのような空間 
次の空間へ向かう緊張感を高め、空間を強く転換させ
る空間と考える。 
２－１人工のトンネル、もしくはトンネルのような空間 
 
 
Fig.1 東京競馬場/地下通路 
 
東京競馬場/地下通路(Fig.1)、照明の効果で幻想的な 
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空間となっている。このトンネルが外部と競馬場内部と
を強く境界付ける為の装置となっている。この空間を通
ることで、気持ちの切り替えができるのではないだろう
か。トンネルの先に見える光は高揚感を高める。 
２－２自然のトンネル、もしくはトンネルのような空間 
 
      
Fig.2 The Tunnel of Love/Ukraine 
 
The Tunnel of Love/Ukraine(Fig.2)，ウクライナのクレベン
に、列車の線路が木々ですっぽりと覆われたトンネル。
光は入るが先が見えない。入口の景色と出口の景色の違
いを期待させる。むしろ、このまま異次元へと行ってし
まうのではないだろうかと思わせる空間。空間の高さは
5m 以上あり、圧迫感は感じられない。時間帯によって異
なる表情をみせる。また年数を重ねるごとに成長してい
くトンネルであり、幾度も訪れたい空間である。 
 
３． 現在のワイナリー(事例)と考察 
３－１レンゾ・ピアノ・ビルディング・ワークショップ/ 
ラ・ロッカ・ワイナリー(2007) 
 
 
Fig.3 貯蔵庫 
 
葡萄畑と林が取り巻く丘の上にあるラ・ロッカ・ワイ
ナリーは、工場にヒントを得た近代的な枠組みの内に、
伝統的なトスカーナ様式のフォルムを随所に再現する。
計画の概要としては、オープンな広場とガラスのパヴィ
リオン、ワインのセラーである。北側を建物と接した大
広場は、周辺の風景を遥かに見渡す位置にあり、その着
想源はかつて市民の集会や祭りに供した伝統的な教会の
前庭サグラートにある。この広場は計画の核である地下
の貯蔵庫(Fig.3)の屋根としても機能する。 
 
３－２考察 
貯蔵庫は地下になければいけない。かつ、閉ざされた
空間でなければならない。貯蔵庫に設けられた窓は小さ
く、光を取り入れるならほんのり差し込む程度。それは
ワインの色を見る為の光である。地形に馴染むような建
築であるべきである。自然と共存するようなワイナリー
が多い。貯蔵庫、発酵所、加工所共に高さをともなった
大空間が必要である。通路は、フォークリフト等が通る
為、広めに設計されている。見学者のルート内に風景を
楽しむ為の空間が必要である。ワイナリーはランドマー
クまたはその地域のシンボルになり得る。どのワイナリ
ーも劇場性が演出されている。 
つまり、大空間と光による劇場性をともなったワイナ
リーであるべきである。これらの考察と、初期イメージ
を念頭におき設計をおこなう。 
 
４． 計画 
４－１敷地 
山梨県甲州市勝沼町にある大日陰トンネル深沢口付近 
４－２プログラム 
ワイナリー(ワイン醸造所)、カフェ 
４－３地質について 
 
     
Fig.4 地形分類図 
 
砂礫段地・段丘(中位)、主に砂礫からなるものを意味
する。個々の段丘面は面積が狭く条件の良い部分が水田
に利用されている(Fig.4)。以上のことから、砂礫が主で
ある地質であることがわかる。地盤的には軟弱地盤でな
いことも伺える。また、ブドウの栽培にも適しているこ
とがわかる。 
４－４工事工程の分割について 
工事工程(期間)を第３工程にわける。 
 
第１工程の躯体工事が完了→第２工程の掘削を開始→
第２工程の掘削土を躯体工事が完了した第１工程側に埋
め戻す 
 
第２工程の躯体工事が完了→第３工程の掘削を開始→
第３工程の掘削土を躯体工事が完了した第２工程側に埋
め戻す 
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第３工程の躯体工事が完了→置き場に管理しておいた
第１工程の掘削土を躯体工事が完了した第３工程側に埋
め戻す 
この方法で工事を行うことで、掘削する土を限界まで
減らし、無駄を省く。 
 
５． 空間イメージ 
 
         
Fig.5 トンネルのような空間 
 
ワイナリー内に張り巡らされた長く続くトンネルのよ
うな空間(Fig.5)。天窓を設け、暗く閉ざされた空間に柔
らかな光が落ち、劇場性を纏う。 
 
６． 計画 
 
 
Fig.6 断面図 
 
断面図(Fig6)。ひかり庭にまとわりつくように機能を
配置。そこから、光を取り入れ換気を行う。 
 
７． 結論 
既存のトンネルの上に計画したいくつもの暗く閉ざさ
れたトンネルのような空間。 
今回の計画で、トンネルのような空間が、空間間の境
界の緊張感を高め、空間を強く転換させる装置とする働
きが見られたと思える。各空間への印象が均質であるが
故に、その装置を動線に用い、空間の転換を図った。ま
た、静かで冷たく暗い空間だが、ひかり庭を設け柔らか
な光を室内に導くことで、空間の温度、明るさ、色でシ
ークエンスを伴ったものへと変化した。様々な空間体験
が可能な新しい文化的生産施設となった。 
現在、勝沼のワインは世界へと発信している。ブランド
化しつつあり、ワールドワイドに活躍できるのが勝の真
野ワイナリーなのである。高齢化、尐子化等による地域
の衰退が際立ち始めた今日だが、勝沼の活力はワインを
基盤とし上昇を続ける。ワイナリーは雇用を生み、地域
の活力に繋がっている。 
勝沼には大、中、小合わせて 29 のワイナリーが存在し
ている。このワイナリーが 30 個目のワイナリーとして機
能し、この町のランドマークとして存在し続けることを
期待する。 
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